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１.設置方法

（１）使用環境について

・本製品は、強い電磁波を発生する機器の近くに設置すると通信ができなかっ
　たり、通信速度に影響を及ぼす場合がありますので、設置の際は、本製品や
　本製品に接続している同軸ケーブルを強い電磁波を発生する機器からできる
　だけ離して設置してください。

・本製品と重なる周波数帯域 (2 ～ 28MHz) を使用している同軸ケーブルでは、
　使用できません。

・通信を行う高速同軸モデム間の距離が離れすぎていると、相互の通信ができ
　ないことがあります。

・同軸ケーブル内に他社製の同軸ネットワーク機器が設置されていると通信速
　度が遅くなったり、通信できない場合がありますので他社製の同軸ネットワ
　ーク機器との併用はおやめください。

・本製品を分配器を使用して接続する際は、本製品の使用するＯＦＤＭ周波数
　帯域に対応した分配器をご使用ください。
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背面部には、電源コードと同軸・ＬＡＮケーブルの差込口があります。
④に電源コードを接続し、電源プラグをコンセントに差し込みます。
⑤に同軸ケーブルを差し込み、分配器に接続します。
⑥にＬＡＮケーブルを差し込み、ネットワーク機器と接続します。

＜背面部＞

（２）高速同軸モデム本体の接続方法

前面部右側には、状態を示す３つのランプがあります。

① POWER　：電源プラグをコンセントに差し込むと点灯します。

② LINK　：同軸ケーブル上に本製品の接続が確認されると点灯し、データ通信

　　　　　　時には点滅します。

③ LAN1/2：ＬＡＮケーブルがネットワーク機器に接続されると点灯し、データ

　　　　　 通信時には点滅します。

＜前面部＞
① ② ③

ＬＡＮケーブル

同軸ケーブル

電源コード

④ ⑥⑤



（３）高速同軸モデムの設置方法
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（４）小規模施設への設置例
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（５）中・大規模施設への設置例
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（６）ブースター対策方法

片方向
ﾌﾞｰｽﾀｰ

上り方向の信号
は透過できない

下り方向の信号
は透過できる

【片方向ブースターの対策方法】

片方向
ﾌﾞｰｽﾀｰ

【バイパス対策１】

ﾊｲﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ
内蔵分波器

同軸通信信号
（2～ 28MHz）
をバイパス

放送信号
（70MHz 以上 )
のみを透過

片方向
ﾌﾞｰｽﾀｰ

【バイパス対策２】

ﾊｲﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ
内蔵分波器

同軸通信信号
（2～ 28MHz）
をバイパス

放送信号
（70MHz 以上 )
のみを透過

【双方向ブースターの対策方法】

双方向
ﾌﾞｰｽﾀｰ

下り方向の信号
は透過できる

同軸通信信号
（2～ 28MHz）

パス

※上り切替ＳＷを
 「パス」にする！

【バイパス対策３】

※設置されている双方向ブースター

に上り切替ＳＷが「増幅」と「カット」

しかない場合は、「カット」に切替え、

【バイパス対策１】または【バイパス

対策２】を施工します。






